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農学系大学生 と新聞記事にみる七草に関する認知度
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Sumlnary

This report targets undergraduate students nlaJoring in agnculmre and newspapers,and deals with

the knowiedge of seven spttng herbs and seven autumn Rowers,which are traditional event plants in

Japan.The average percentage of knowiedge ofthe seven spring herbs and seven autumn flowers was 2.9

bサfemae students,0.5 by male students There was no difference between studentt with a rur』or an
urban background.Students wrote the common name of seven spAng herbs in the same order with sc点

(θ夕″α″れ を S陶 ′θれ!ル″ ),naZuna(C2PS夕 ′raう ″rsαフ 徳 的 ア'S),Ogyo Or gOgyO(cれ `ヮ筋 冴″れ q炉 ″?),hakObera

(ざ惚どあrJα ttca紘),hotokenoza(と9ヮざα″a印切gο″θ'とをs),Suzuna(3″ sSたα ttβα),and Suzushiro(R印れαれな

sarル″s),and in pairs such as seri―nazuna,ogyo_hakobera,and suzuna― suzushiro. No such phenomenon

was observed in the seven autumn flowers.Frequency of news item about seven spdng herbs and seven

autumn flowers in the main newspapers for a period of twenty years was 710 and 102,respectively.

Mostly,seven spttng herbs were written in the same orderin both the newspapers and by the students.
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はじめに あろう。

「秋の七草」はハギ(萩),オバナ(尾花),クズ(葛),ナ    こ のように七草は,人 間・植物関係のなかでも,日 本

デシヨ(撫子),オミナエシ(女郎花),アサガオ(朝顔)(一  人 の暮らしの一部として長く,広 く親しまれていたもの

説ではキキヨウ(桔梗)), フジバカマ(藤袴)の七種類で,  で あるが,最 近ではなじみの薄いものになりつつある.

今から1,200年以上も前の奈良時代に 「万葉集Jで 山上  一 方,こ とさらにマスメディアの話題とされる傾向も認

憶良が詠んだもので (万葉集巻第八1538),その鑑賞は  め られる.

日本的風流として長い問続いてきた。その後,平 安時代   本 研究は,大学生がこれらの七草をどの程度知つてい

に,正 月の7日に七草がゆとして供される 「春の七草」  る か,そ の記憶の仕方に特徴があるか,そ れがマスメデ

(一名「食べる七草」ともいわれる)が 始まり,無 病息災  イ アでの話題と関係しているかどうかを探ろうとするも

を祈るこの習俗は現在でも年中行事の一つになっている   の である.

(斎藤ら,1992:青 木,1999).春の七車は, 鎌倉時代

の 「河海抄Jに セリ(芹)・ナズナ(斎)・オギョウ(御行)・ 調査方法とまとめ
ハコベラ(繁緩)・ホ トケノザ(仏の座)・スズナ(務)・スズ   本 調査では,1982年から2001年まで,1,373名 (男性

シロ(疑萄)があげられている (斎藤,1977).おそらくは,  860名 ,女 性513名)の 農学系大学生 (主として鹿児島

山上憶良の秋の七車に対比させる意識が働いていたので  大 学農学部,九 州大学農学部,南 九州大学囲芸学部)を

2002年 11月 15日受付 2003年 2月 3日受理.
対象に,春 と秋それぞれに1か ら7ま での番号をつけた

回答用紙を配布 し,春 と秋の七車を知つているだけ自由本報は人間 ・植物関係学会2002年大会 (九州大学)に おいて発

表した

人間 ・植物関係学会雑誌 (JJSPPR)2(2)拓‐10,2003論文

に記述 してもらった。それらの結果を取 りまとめ,調 査


